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　第 2 点目は、「中学英文法の欠如（特に 2・3 年）」
である。英文法の基本は、中学の時に学ぶ。この
中学英文法が分からないと、その後の英語学習も
理解できず挫折する。結論として、この 2 点につ
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いて対策を行えば、英語への苦手意識の克服につ
ながる。
　また自身の英語学習から「夢・目標・計画」の
必要性を挙げており、夢の実現のためには「目標」
と「計画」が大切であると述べられた。英語学習
における成長はすぐに結果が出るものではない。
はじめ成果の見えない平坦な学習プロセスを経て、
急激に英語力が伸びる時期があり、また平坦な道
のりとなる。そのため成果が出ないからといって、
あきらめてはならない。この成果が出る前の過程
で学習をやめてしまうと、英語への苦手意識をも
つことになるからである。英語は自分の可能性を
広げる道具であり、英語を習得することによって、
キャリアも広がり、自分の成長につながるのである。
　最後に葛城氏はチャールズ・ダーウィンの言葉
「最も強い者が生き残るのではなく、最も賢い者が
生き延びるのでもない。唯一生き残ることが出来
るのは、変化できる者である」を引用して、講演
を終えられた。
＜所見＞
　楽天の「英語公用語化」プロジェクトは、英語
を使用する機会を増やし、会社全体が協力し合っ
て達成したものである。成功の背景には、最後ま
であきらめないという熱意のもと、多くの学習方
法を実践し、失敗を経験しながらも継続してきた
過程がある。葛城氏はこれからのビジネス社会に
おいて、英語が今以上に必要となることを強調さ
れていた。それゆえに社会人となる前の段階で、
英語学習に対して「変化できる者」となれるかど
うかが、その後の進路を選択する上で重要になる
といえよう。
（文責：木村美里［きむら・みさと］聖学院大学基
礎総合教育部特任助手）
講演者：葛城崇氏
